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お
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さ
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じ
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ま
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大
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坂

城

下
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大
阪
市
中
央
区
伏
見
町

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
二
月
～
六
月
、
二
　
一
一〇
〇

六
年
人
月

発
掘
機
関
　
　
①
大
阪
市
文
化
財
協
会

調
査
担
当
者
　
黒
田
慶

一

遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
一　
豊
臣
後
期

（
一
五
九
八
～
三
全

五
年
）
～
元
和
入

年

（
三
全
〓
し
、
二
　
一
七
世
紀
中
葉

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
三
越
百
貨
店
本

館
跡
地

（Ｏ
Ｊ
〇
六
十
三
次
）
と

＞

そ
の
東
側
の
同
店
駐
車
場
跡
地

北
　
（Ｏ
Ｊ
Ｏ
六
十
四
次
）
で
、
江
戸

腕
時代の
「凝縮恥町」にあた

部

　

。
豊
臣
秀
吉
は
船
場
開
発
時

醐
　
（慶
長
三
年

〈
一
五
九
入
し

に

加

魚
市
場

（靭
町
）
を
当
地
に
置

い
た
。
そ

の
後
、
元
和
四
年

（
三
全

八
）
に
生
魚
商
の
一
部
が
上
魚
屋
町

（現
安
土
町
）
に
移
り
、
ま
た
、

同
八
年
に
塩
千
魚
商
が
津
村
の
改
島
を
開
発
し
新
靭
町

。
新
天
満
町
を
造

っ
た

た
め
、
新
靱
町
と
区
別
し
て

「本
靭
町
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一　

Ｏ
Ｊ
Ｏ
六
十
三
次
調
査

調
査
区
は
江
戸
時
代
の
本
靭
町
の
東
西
通
り
推
定
北
端
か
ら
数
ｍ
北
側
に
あ

た
る
。
調
査
区
南
端
か
ら
北
へ
四
～

一
六
ｍ
の
範
囲
で
ゴ
ミ
穴
群
を
検
出
し
た
。

こ
れ
ら
は
通
り
に
面
し
た
御
店
の
内
庭
部
分
に
掘
ら
れ
た
ゴ
ミ
穴
と
考
え
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
船
場
開
発
時
の
整
地
層
上
面
で
見
つ
か
り
、
大
坂
冬
の
陣

（慶

長
一
九
年

（
三
全

四
》

の
船
場
焼
亡
時
に
は
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ

る
。
Ｓ
Ｋ

一
一
九

。
一
三
二
は
、
後
世
の
攪
乱
の
た
め
掘
り
込
み
面
が
不
明
で
、

正
確
な
時
期
を
限
定
で
き
な
い
が
、
元
和
八
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｋ

一
一
九

（長
さ
一
。
人
ｍ
幅
一
二
一言
深
さ
○
・
四
ｍ
）
か
ら

一

点
、
Ｓ
Ｋ

一
〓
〓
一
（長
径
二
・
Ｏ
ｍ
短
径
一
・
三
ｍ
深
さ
〇
・
五
ｍ
）
か
ら

一
点
、

Ｓ
Ｋ

一
五
三

（長
径
二
・
Ｏ
ｍ
短
径
一
・
五
ｍ
深
さ
○
・
九
ｍ
）
か
ら
二
点
、
Ｓ
Ｋ

一
六
四

（長
径
二
・
三
ｍ
以
上
、
短
径
二
・
Ｏ
ｍ
深
さ
〇
・
八
ｍ
）
か
ら
六
点
、
Ｓ

Ｋ

一
七
九

（長
さ
一
・
三
ｍ
幅
一
・
一
ｍ
深
さ
○
・
四
ｍ
）
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｋ

一
二

人

（長
さ
一
・
五
ｍ
幅

一
二
言

深
さ
○
・
七
じ

か
ら

一
点
、
大
土
坑

谷東
西

人
・
Ｏ
ｍ
南
北
八
・
Ｏ
ｍ
深
さ
一
・
○
じ

か
ら
七
点
、
計

一
九
点
出
上
し
た
。

こ
の
う
ち
大
土
坑
の
埋
土
は
上

。
中

。
下
三
層
に
分
け
ら
れ
、
⑬
～
い
は
下
層
、

⑭
は
中
層
、
⑬
⑩
は
上
層
か
ら
出
土
し
た
。

一
一　
〇
Ｊ
〇
六
十
四
次
調
査



建
設
予
定
建
物
の
基
礎
が
浅
い
こ
と
か
ら
、
調
査
は

一
七
世
紀
中
葉
の
生
活

面
ま
で
に
と
ど
ま

つ
た
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｋ
〇

一
（東
西
三
・
五
ｍ
以
上
、
南
北
五
・
Ｏ
ｍ
以
上
、
深
さ
○
・

八
ｍ
の
ゴ
ミ
穴
）
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
共
伴
遺
物
と
し
て
肥
前
陶
器
の
砂
目

積
み
溝
縁
皿
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
土
釜
、
棒
状
の
木
製
人
形
頭
部
、
馬
脚
と
思
わ

れ
る
木
製
操
り
人
形
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容
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〇
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調
査
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Ｓ
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＜
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＜
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四「＜

め
ち
か
五
十
入
」

「
＜
久
右
衛
門
　
　
」

「
＜
二
郎
兵
衛
　
□
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右
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＜
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「
＜
小
た
い
廿
□
入

「
＜
甚

一
口

「
＜
い
わ
し
八
配
叫
（、
ヵ
′枢
押
「こ

「
＜
口
日
日
□
　
　
　
　
」

「
さ
は
□
百
入
」

大
む
ろ
三
百
入
」

口

□

　

」

「
＜
大
た
こ
日
日
日
□

「
＜
与
右
衛
門
尉

（
ド
∞
］
）
×
］
イ
い
×
ω
　
ｏ
∞
∞

Ｐ
Ｐ
い
×

］
卜
×

ヽ

　

ｏ
∞
中

Ｐ
∞
ｏ
×

］
い
×

∞
　

ｏ
ф
Ｐ

含

Ｐ
じ

×
〕
∞
×
卜
い
　
ｏ
い
ｏ

（
μ
Ｏ
φ
）
×
や
ミ
×
↑
伽
　
ｏ
∞
ｏ

ω
　
。
「
＜
百
五
十
さ
し
入
」

。
「
＜
日
――
国
与
四
郎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐｏ粟
導
撰
ω
寓
∞

⑬
　
。
「
＜
さ
は
九
十
三
入
」

。
マ

ロ

□

　

」
　

　

　

　

　

μｏ̈
韻

さ

寓
］

木
簡
の
多
く
は
〇
三
二
、
〇
三
三
、
ま
た
は
〇
五
一
型
式
を
原
形
と
す
る
魚

介
類
の
付
札
で
、
靱
町
の
活
動
を
紡
彿
と
さ
せ
る
。
魚
介
類
つ
種
類
も
豊
富
で
、

は
ま
ち
、
ふ
ぐ
、
め
じ
か
、
か
ま
す
、
た
い
、
あ
じ
、
え
そ
、
い
わ
し
、
さ
ば
、

む
ろ
あ
じ
、
た
こ
な
ど
、　
一
〇
種
類
以
上
に
及
ぶ
。
①
の

「五
連
四
□
」
は
、

古
代
に
調
と
し
て
納
め
ら
れ
た
堅
魚
の
梱
包
形
態
を
思
わ
せ
る
表
記
で
、
あ
る

い
は
カ
ツ
オ
の
付
札
で
あ
ろ
う
か
。
①
の
下
端
は
二
次
的
切
断
。

一
一　
Ｏ
Ｊ
Ｏ
六
十
四
次
調
査

①
　
。
「
＜
仁
わ
寺
甚
左
衛
門

。
「
＜
二
月
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ドこ
溢
喪
卜
寓
∞

表
面
の

「わ
」
は
変
体
仮
名
で
、
「王
」
の
字
形
。
河
内
国
友
田
郡

（現
寝

屋
川
市
）
の

「仁
和
寺
」
在
住
の
甚
左
衛
門
が
送
っ
た
品
物
に
付
い
て
来
た
荷

札
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

黒
田
慶

一
「豊
饒
な
る
海
―
近
世
初
頭
な
に
わ
海
産
物
事
情
」
（卿
大
阪
市
文



化
財
協
会

『葦
火
』

一
二
五
、
二
〇
〇
六
年
）

丸
山
真
史

・
松
井
章

・
黒
田
慶

一

「大
坂
城
下
町
跡

（本
靱
町
地
区
）
出
土

の
動
物
遺
存
体
の
分
析
」
（⑪
大
阪
市
文
化
財
協
会

『大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』

六
、
二
〇
〇
七
年
）

（黒
田
慶

一
）
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